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令和３年度第３回淀川区区政会議 

 

 日 時：令和４年３月２３日（水） 

    午後７時００分～午後９時０１分 

場 所：淀川区役所５階会議室 

 

○田口政策企画課長 

 定刻となりましたので、ただいまより令和３年度第３回淀川区区政会議を始めさせ

ていただきます。 

 進行役を、政策企画課長田口が進めさせていただきます。 

 委員の皆様には、御多用のところ御出席いただきまして、誠にありがとうございま

す。 

 それでは初めに、区長の岡本より御挨拶を申し上げます。 

○岡本淀川区長 

 改めまして、皆さん、こんばんは。淀川区長の岡本でございます。本日は雨の中、

また年度末の大変お忙しい中、区政会議にお集まりをいただきまして誠にありがとう

ございます。 

 また、委員の皆様方におかれましては、平素より淀川区政の推進に格別の御尽力を

賜っておりますことを、この場をお借りして厚くお礼申し上げます。誠にありがとう

ございます。 

 さて、前回の全体会議の中で、杉本委員から区政委員の御意見に対する区役所の回

答が、まるで国会答弁のようでもっと区政委員に寄り添った回答にしてほしいという

御意見がございました。また、永野委員からも会議終了後の御意見でございますけれ

ども、区役所としてはこう考えているとか、なかなか難しいとか、できる範囲で生の

声を伝えてもらえれば、もっと素直なやり取りができるのではないかというそういっ



2 

た御意見をいただきました。いずれの御意見も、我々にとりましての叱咤激励であり

ますし、また、貴重な御意見として非常にありがたく感じております。本日の区役所

からの回答におきまして、今言った叱咤激励について、少しでも努力の跡が感じてい

ただければと思っております。 

 区政会議は、委員の皆様の御意見、アイデアを頂ける貴重な機会でございます。今

後は区政の実情に踏まえました素直な思いや、区役所が実際困っていることなどを意

見交換させていただきたいと考えております。そのことによりまして、委員の皆様方

に区役所と十分意見交換が行われていると感じていただけるよう、今後いろいろな改

善策に取り組んでまいりますので、今後とも御協力いただきますようお願い申し上げ

ます。 

 本日も限られた時間ではございますが、皆様方からの御質問や御意見など、活発か

つ有意義な御議論ができればというふうに思っております。どうぞよろしくお願い申

し上げます。 

○田口政策企画課長 

 ありがとうございます。 

 それでは、お手元の資料を確認させていただきます。まず、令和３年度第３回淀川

区区政会議（全体会議）次第でございます。その裏面は、配付資料一覧となっており

ます。 

 続きまして、区政会議委員名簿、その裏面は、座席表でございます。 

 資料１につきましては、①から③までございますが、２月に開催しました各部会の

議事要旨です。先日、委員の御自宅に送付させていただきました議事要旨を、皆様に

御確認いただいたものになっております。 

 会議資料以外に、区の広報誌「よどマガ！３月号」、御意見票、淀川区区政会議部

会開催にかかる日程調整について、返信用封筒をお配りしています。 

 次に、事前に御自宅に送付させていただきました資料ですが、右上に資料番号を記
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載しておりますがよろしいでしょうか。資料２から８でございます。２、３、４、５、

６、７、８です。 

 なお、資料５と６につきましては、若干修正がございましたので、修正したものを

机の上に置かせていただいております。 

 配付資料に不足のある方や事前送付資料を、お持ちでない方がいらっしゃいました

ら挙手をしていただきましたら、事務局が対応させていただきますのでよろしくお願

いいたします。 

 また、今御案内の資料以外にも御自宅に、資料９、区政会議委員紹介名簿と淀川区

民アンケート結果を送付しております。区民アンケートは、今年度２回実施しており

ます。区役所の事業や取組に関しての区民の回答状況として参考に郵送させていただ

きました。 

 本日は、前回の全体会議と同様に部会ごとの小グループでお座りいただいておりま

す。お手元の資料に区政会議委員名簿と座席表が表裏になっているものを、つけてお

りますので御参照ください。 

 なお、本日は梅原委員、大西委員、奥委員、久原委員、佐々木委員、田中委員、英

委員におかれましては、欠席と連絡を頂いております。現在、区政会議委員２５名中

１８名が出席です。定数の２分の１以上の委員が出席でありますので、会議が有効に

開催されていることを御報告します。 

 続きまして、淀川区選出の市会議員でありますが、北野議員がお越しになっており

ます。紹介させていただきます。 

○北野議員 

 こんばんは。よろしくお願いいたします。 

○田口政策企画課長 

 ありがとうございます。 

 時間の関係上、区役所の職員の紹介は省略させていただいております。資料の座席 
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表に職員名と役職を付けておりますので御参照ください。 

 本日の終了時間ですが、午後９時終了をめどに考えております。また、発言・説明 

の際には、できるだけ簡潔にまとめていただき、スムーズな進行に御協力をいただき

ますようお願いします。 

 それでは、次第に沿いまして、３．議題に移らせていただきます。横山議長にお願

いいたします。 

○横山議長 

 改めまして、皆さんこんばんは。 

 今日も足元の悪い中、お集まりいただきましてありがとうございます。今日も最後

まで、スムーズな進行に御協力いただきますようよろしくお願いします。それでは、

座らせていただいて進めます。 

 次第に即して、３．議題の（１）令和３年度第１回淀川区区政会議各部会報告につ

いてから進めさせていただきます。 

 ２月に行われました、各部会での議論した内容、意見があった内容を、各部会の議

長から発表をお願いいたします。では最初に、教育・子育て部会の内容を、中本議長

から報告よろしくお願いします。 

○中本委員 

 皆さん、こんばんは。三津屋の中本です。よろしくお願いいたします。座らせてい

ただいて報告させていただきます。 

 ２月１６日に８名、皆さん活発な意見を聞かせていただきましたので、その報告を

させていただきます。 

 まず、議題といたしましては、子育てに関する学びについてと、不登校に関する課

題について、２つのテーマで議論させていただきました。 

 それと、森委員さんから会議も一つだけれど、会合の前に早めに来させていただい

て、いろんな会議で言えない意見とか、ざっくばらんに話をしていこうかなと思って
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います。 

 そのときは、ボイスレコーダーとか入ってないので、いろんな意見を聞かせていた

だきたいですし。私らも正直なところ地域は知っていますけれど、実際ＰＴＡさんと

か学校関係のほうは知らないので、そういうのも聞かせていただいて、三津屋のほう

に持って帰って、またそれを皆さんと話して、またこの区政会議に持ってこさせてい

ただいて聞かせていただいて、そういうふうに進めていこうかなと思っております。 

 まず、最初の子育てに関する学びについてということで、いろんな意見が出ました。

その内容といたしましては、子どもへのしつけと称し指導されている方がエスカレー

トして、虐待につながるケースが多いということです。子育て中の親に、しっかり支

援をして虐待をなくしませんかという意見が出ました。 

 それから、町会で出生祝いをしたいのですが、その情報が入ってこないということ

です。区役所の窓口で、出生届を出された方に地域の方の御紹介はしていただけない

かという話が出ました。 

 次に、地域には民生委員、児童委員という方がおられ、困られたときに頼りにして

いただくということを区役所で積極的に言っていただければ、その親御さんもそうい

うのがあるのだったら、一回民生委員や主任児童委員、場合によってはネットワーク

委員もございますし、地域の方も地活協等、そういう話をして、結び付けをきちんと

していただければ、皆さんにもだんだん浸透していただけるのじゃないかなと思って

おります。 

 区役所の窓口で出生届を出すときに、あなたの子どものために地域にたくさんのサ

ポーターがいるということです。まとめましたら、そういうことです。御紹介しまし

ょうかということで、それができるかどうかということを、聞いておられました。 

 次は、窓口で説明して促してあげたら、役所が地域へ情報を提供することへの同意

が増えるのではないかということです。役所でも、縦割りの中で議論をしながら、で

きることをしていただけたらということも出ました。 
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  先ほど森委員から言われたのですけれど、私らも知ること、それから保護者の方

も知ること、それを行動に移す。行動に移すということは、私たちがみんなで行動に

移したり、それから保護者の方が行動を起こされることによって、一致して初めてい

い環境ができ、私は三津屋なのですけれども三津屋のほうも、そういう地活に関して

の結びつきも教えながら知っていただいて、声をかけさせていただくということはい

いのじゃないかなということで、知ること、行動すること、一致して声をかけるとい

うことです。 

 今日も、私が役所に来たときに、御苦労さまでしたとか、お疲れさまでしたとか、

そういう声掛けが最近よく淀川区役所で聞くのです。私はありがたいなと思っていま

す。おはようございますとかそういうのは、やはり縦割りの中でも、トップがそうい

うことは徹底されているのじゃないかなという気持ちがありますので、そういうこと

をやはり地域もやっていけたらということを考えております。 

 それから、不登校に関する課題ということですね。不登校の学生の数がどれぐらい

あるかという質問がありました 最終的には、やはり一番最初に言わしていただいた

ように、知ること、よどマガ！等で、いろんなところにそういうものをアピールして

いただく。区役所さんも声をかけていただく、それを保護者の方が知ること。それを

知ることによって、親が出てくるということですので、それを実際、今度は行事とか

行動に移して、みんなでいい地域を作っていきたいなということです。 

 以上です。 

  

○横山議長 

 ありがとうございました。補足意見とか、質疑応答については、最後にまとめてさ

せていただきたいと思いますので。 

 続きまして、安全・安心なまち部会の内容を、田中議長の予定だったのですけれど

も、今日は欠席ということで永野委員に代わりにお願いいたします。 
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○永野委員 

 永野です。田中さんの代わりにやらせていただきます。 

 この間の会議では、要点が４つありまして、１が防災情報、災害が発生する前と発

生した後の情報をどう発信するかということ。 

 ２番目が、企業市民。これは、ここには住んではいらっしゃらないけれど、淀川区

内に通っていらっしゃる方、９万４，０００人いらっしゃるそうです。 

 ３番目が、地域活動への区民参加をどうやって増やすかという取組。 

 ４番目が、要支援者の情報をどうするか。要支援者というのは、これは後で言いま

す。 

 １番目の防災情報なのですが、防災警報が聞こえないとかいろいろあったのですけ

れども、基本的に防災のこれから発信していくものについては、今の状態でもういい

のではないかと。確かに聞いてくださってない方もいらっしゃるのですけれど、そこ

ら辺を上げる努力もしつつ、やっぱり発生した後どうするかという意見が随分出まし

た。 

 結局、例えば、大きな地震が起きたとか、台風が来たとかというときに、多分皆さ

んが一番知りたいのは、自分が住んでいるところが安心なのかどうか。駄目だったら

どこへ行ったらいいのか。水とか食料はどこへ行ったらもらえるのか。ライフライン

の復活はどうなのか。そこら辺が一番深刻な問題だと思うのです。それをどこで得ら

れるかというのを分かりやすく伝えないといけない。ツイッターであるとか、ホーム

ページであるとか、防災LINEに登録していただくとか、いろんな案が出たのですけれ

ども。 

 でも、例えば高齢者でそういうところにアプローチできない人たちはどうするか。

掲示板を使うとか、いろいろ出たのですけれども、それについては、今回のコロナで

市、府からの情報発信が、情報処理、発信を含めてかなり不十分だったと思うのです。

災害時はある意味、コロナよりももっと緊急度が高くなる。どうしてもこれが欲しい
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とか、じゃあどうしたらいいのとか、緊急度が高くなると思うので、それについての

発信についてはどこが主体になるの、府なの市なの区なの。それはどういうふうに下

りてくるのということは、十分にシミュレーションをして確実に届くようにしていた

だきたいというのを要望しました。 

 ２番目、企業市民。昼間流入人口が、９万４，０００人いらっしゃるということで

す。取組が今のところ不十分というか足りていなくて、淀川区と東淀川区の地域活動

協議会等で話合いをしていただいているようなのですが、具体的に区と企業との話合

いや提携が課題で、例えば、区政会議にオブザーバーとして出席していただけないか

とか、そういう呼びかけは必要であろうという意見が出ました。 

 働いていらっしゃる方は、結構やっぱり若い方が多いと思うのです。それで企業の

場合は場所もおありでしょうし、ある意味助かる部分も結構あると思うので、提携を

進めていただきたいと思います。 

 それから、３番目、地域活動への区民参加をどう促すかという。これは延々と昔か

らやっている話なので、なかなか難しいのですけれども。やっぱりこれから５年、１

０年経ったときに、私もスタスタ歩いている自信がありません。５年、１０年後にじ

ゃあ誰が担うのかということを、真剣に考えないと続けられないと思います。それを

やらなければいけない課題というのは、どんどん下りてくるし、考えないといけない

のですけれど。考えたとして５年、１０年後にそれができるのかという問題を考えて

おかないと、その時私が歩けなくなって、台風が来たら誰か助けてもらえるのかなと

いうのを真剣に考えないといけないのです。ただ、ずっと話続けているのですけれど、

これという策はありません。何とか強制的にでも人を集められないのかという御意見

もありましたし、いろいろ意見はあるのですけれど、これはもうずっと考え続けてい

かないといけない課題だと思います。 

 それから４番目、要援護者の情報。要介護、認知症、知的障がいをお持ちの方につ

いての名簿をどう作っていくかという話です。区役所からもいろいろと働きかけはし
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ていただいているのですが、オーケーですよという御返事をいただけるのは、約５割。 

 ここは確かに把握しておかないといけないので、必要だと思うのですが、一方でそ

の名簿を作って持っていただく方は、民生委員や、町内会長等なのですね。その方に

お預けしたとして、それはあくまで地域でそういう方たちをどういうふうに支えるか

という話であって、行政としてあれをしてあげますよ、これをしてあげますよという

話ではない。 

 だから、実際にその名簿を集める、名前を挙げていいですかという働きかけをなさ

る方にしても、実は書いたから、これをやってくれるのだね、あれをやってくれるだ

ね、当てにしていいですねと言われると、とてもつらいという御意見がありました。

ごもっともだと思います。ですから、確かに把握するに越したことはない、何かあっ

たときにここにこういう方がいらっしゃるというのは、どこかで把握しておくことに

越したことはないのですけれども。 

 ただ、やっぱり私も聞いていて、確かにその方たちに、どういうことができるのか

ということを言えないのに、登録をお願いしますみたいなのは、とても中途半端にな

ってしまうなという気はします。多分４つとも全部課題ばかりなのですけども、出た

意見としてはそういうところです。 

○横山議長 

 ありがとうございました。続きまして、コミュニティ力向上部会の内容を、山本議

長からお願いします。 

○山本（宗）委員 

 皆さん、こんばんは。コミュニティ力向上部会の議長になりました山本と申します、

今後ともよろしくお願いします。早速ですが、座らせていただいて喋らせていただき

ます。 

 今発表のありました、安全・安心なまち部会とちょっとかぶる議題の部分もあると

思うのですけれども、コミュニティ力向上部会では、要援護者を地域で支える仕組み
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づくりについてというのと、地域活動の広報についてというのと、もう一つは淀川区

の魅力発信についてという、この３つをテーマに意見をいろいろ交わしました。 

 そして、１つ目、要援護者を地域で支える仕組みづくりについてということで各委

員さんからいろいろ出ましたので紹介しておきます。 

 地域によって、要援護者名簿は個人情報保護法もあり、町会長、女性部長、民生委

員等、極少数の限られた役員で名簿を保管して管理しています。そして、見守りもほ

とんどの町会では、役員間で手分けしているのが現状ですと。地域での個人情報保護

もあるので、情報共有がうまくできていないというのがあります。なので、緩やかな

見守りというか、そういうことは皆さん各町会でやっておられます。ふだんと何かが

違う、変だなとかというのを感じたら、声かけをするというようなことは、どこの町

会でもやられていることだと思います。 

 その要援護者の名簿の優先順位について、ある程度知っておく必要があるのかなと

いう意見も出ました。誰がどうするとか、誰にどういった連絡をするとかというシス

テムを構築する必要があるのじゃないかということで、個別には地域地域にですね、

一戸建ての多い町会もあれば、マンション単一町会もあるので、そこの特性に応じて

何らかの責任者を決めるということも必要になってくると思います。 

 やはり、以前は災害時に要援護者ということで、災害時中心というような名簿を作

ってきたつもりだったのが、いつの間にか平時の見守りに変わっていくということで。

ある地域では、ネットワーク委員会を年に１度、２度開き、その名簿の精査とか、ど

こにどういう方がおられるというマップづくりというのですか、そういうのをやって

おられるということです。 

 あとは行政から名簿を預けられて、皆さんやってくださいというのを、どうしたも

のかというふうに悩んでいるところが数多いというふうに話合いの中では感じました。

だから、行政からじゃなくて、地域の情報も行政は吸い上げて、システムを構築して

いくのがいいのかなと、逆のこともあるかなというふうには思っております。 
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 ただ、その名簿を活用しまして、民生委員さんもお持ちだと思うのですけれども、

年２回の友愛訪問とかで、訪問して行くのですけれども。民生委員の誰々ですという

名札をドア越しに見えても、嫌がる方もおられるというふうに聞いております。町会

長ですと言っても、あなたは何をしに来たのというような、そんな状況があると。 

 それは結局、要援護者に郵送して同意書を取られて、要援護者の方は行政が、見守

ってくれるというふうに感じているのだと思います。 

 それを突然、名簿に載っていますから来ましたみたいなことで、民生委員や町会長

が行っても、それは何をしに来たと言われるのがおちかなというふうに思います。も

う少し要援護者の方に地域の方が動いているということを、行政から発信していただ

きたいなと思います。これが１番目の要援護者を、地域で支える仕組みづくりという

ことです。 

 その次、地域活動の広報についてということです。淀川区は非常に転出入者が多い

というふうになっております。なぜ多いのかというと、新大阪という駅が、ビジネス

中心で企業の支店や営業所がいろいろできており、子育て世帯が転勤してきて出入り

が多くなったり減ったりとかというのを、繰り返しているのじゃないかなということ

で、なかなか地域に参画していただけないというのが現状だと思います。 

 あと、子どもを巻き込んでというのもおかしいですけれども、親と一緒に参加でき

るような行事をいろいろ考え、また働き世代なので、土日等にそういう行事を催した

りするのも一つの手かなということで意見も出ております。 

 いろいろ縁日もあったみたいなのですけれど、最近はだんだんなくなってきて寂し

いとかという意見も出ております。 

 よどマガ！を一生懸命まとめていただいて、大変な労力をかけてやっていただいて

いると思うのですけれども、なかなか若い人は関心を示さないというのがあります。

もう少し地域のこと、町会のことなども載せていただけたらというのもあります。例

えば、防犯灯や防犯カメラによって、深夜の帰宅の際、非常に安心できるとか、ある
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いは助かったなというようなことを投稿していただいて、その中から抽せんで記念品

を渡す等、そういったことをして周知をしていくというやり方もあるでしょう。淀川

区だけのケーブルテレビなんかもあれば、今月はどこどこの地区の何々という行事が

ありますとかという発信も、やっていけるのじゃないかなという意見が出ております。

それで、町会で回覧板や掲示板で周知をするのですけれども、なかなか町会に入って

おられない方は、目にも留めていただけないということをすごく感じております。コ

ロナで２年ほど、淀川区民まつりができませんでしたけれども、今年は何としても区

民まつりを盛大にやっていただきたいと、地域の特色とかもいろいろ出るので、ぜひ

できればというふうに思っております。 

 あとは発信の方法ですけれども、回覧板や掲示だけではなくて、若い世代間でのＳ

ＮＳや、ＬＩＮＥ等を利用して、より多くの人につながっていってもらえるような努

力も必要ではないかと考えております。 

 最後に、淀川区の魅力発信についてという部分なのですけれども。まず、淀川はど

こなのということで、当然大きな淀川があるので、その辺かなというのは分かります。

十三は意外と全国的に知られているということも、委員さんの意見から分かってきま

した。そして、特に十三の花火大会は、十三の商人さんが収支をし、企画をし、魅力

ある一大イベントになっています。 

 大阪でどこに一番住みたいかというアンケートでは、高槻が一番というふうにおっ

しゃっておられます。山や川といった自然が豊富で、鹿とかイノシシもよく見かけら

れるということで、そこが一位になったと思うということで、この淀川も河川敷を整

備するだけじゃなくて、一部自然を残したものを、例えば、萱を植えて、絶滅危惧種

のカヤネズミがここにいっぱいいますというような発信も、一つの方法かなというふ

うに思われます。 

 大阪は非常に公園が少ない、緑が少ないと言われております。淀川はいろいろ氾濫

の多い川でしたので、埋立てや川の経路を変えたりして、埋め立てていろいろできて



13 

きて、今現状のようなものになっております。逆にそういうのも逆手に取って、淀川

や花火もあり、大阪はすごく水が豊富というのも、一つの魅力になるのではないかな

と思います。 

 あと、大きな空き地があればクラブチーム等を誘致して、宣伝していくというよう

な大きな話も出ております。 

 もう一つ最後に、淀川いろはかるたというのを、皆さん御存じでしょうか。そうい

うのをもう一度掘り起こして利用してみるのは、いかがでしょうという意見も出てお

ります。 

 今は何をどうするとか結論には、至っておりません。皆さんでいろんな意見を出し

合って、どれが実現、実行できるのか、これからどんどん詰めて検討していきたいと

思いますし、区役所等のほうにも御協力をよろしくお願いいたします。 

 こちらからは、以上です、報告は。ありがとうございます。 

○横山議長 

 ありがとうございました。これで３部会報告をいただきました。 

 それでは、今報告いただいた内容について、他の部会の委員さんから何か補足など

はございませんか。補足がある方は挙手をお願いします。補足はございませんか。 

 それでは、他の部会の報告でも構いませんので、何か聞きたいこと等がありました

ら、ここで積極的に聞いていただければと思いますけれども。 

 はい、お願いします。 

○山本（宗）委員 

 コミュニティ力向上部会の山本です。安心・安全まち部会と、こちらの部会で要援

護者に関する、同じようなテーマのものがあるのですけれども。今後それは、それぞ

れの部会でやっていくというふうに把握すればいいのですか。 

 同じようなことをやっているのであれば、その議題だけでも一緒にディスカッショ

ンできればいいのかと。 
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○田口政策企画課長 

 要援護者名簿も、保健福祉課、市民協働課という、複数の課が関わっておりますの

で、今回はこういった分かれてという状態ですけれども、将来的にはおっしゃるよう

なことも想定されると思いますし、また次年度、部会でどういった話をすればいいの

かというのを、また事務局としても考えたいと思いますし、皆さんの御意見も伺って

いきたいと考えております。 

○山本（宗）委員 

 分かりました。もう少し詰まってからということですね。分かりました。ありがと

うございます。 

○中井委員 

 こんばんは。先ほどコミュニティ力向上部会の発言をしていただいた中で、山本委

員さんにちょっとお聞きしたいのですけれども。 

 私の地域でも、木川南連合の話なのですけれども、年々町会費の回収の全体が数年

前までは、１，５００～１，６００件以上あったのですけれども、現在、もう既に１，

２５０という数、あるいは、今年あたりはひょっとしたら１，０００件を割れるのか

なというので。 

 私も実際いろんな形で、ここ十数年、二十年ぐらい関わっています。防災とそれと

地域のいろんな活動に参加させていただいたのですけれど、だんだんここ３年ぐらい

の間に、コミュニティ力向上の活動がコロナの件もありまして、ものすごくやりにく

い状態になってきて、現実に私も昔は行動力があったほうなのですけれども、若い方

とお話するのもちょっとおっくうになっちゃって、現実にはあんまりできていない。

ただ、救いはやはり若い方の中で、やはり参加させていただくという形が、１５０軒

ほどの地域なのですけれども、３人ほど出てきていただきました。これは本当にあり

がたい。 

 だから各いろんな議論の中で、やはりＳＮＳやＬＩＮＥだけじゃなくて、対話をし
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て説明すると、参加していただける方が、５０人のうち２、３人おられるのだなとい

うのを、先般ちょっと実感いたしました。 

 ですから、本当に私もここ４、５年正直いってものすごく困っております。その辺

の他の地域の実情を、お話いただけたらありがたいなと思ってお聞きしたいと思いま

す。 

○横山議長 

 今の御意見に対して、部会の中でそういう解決策なり、ヒントがあったところがあ

れば。御助言というか、いただけたらと思います。 

○山本（宗）委員 

 今おっしゃっている町会世帯数の減少ということも、テーマに取り上げていってま

す。これから、どんどんやっていかないといけないと思いますけれども、今で淀川全

世帯の町会加入率が、５０数％しかないということで。これは５０％を割ったら危機

的な状況ですよね。 

 町会は要らないという人が、半分以上いるみたいなことになっては困るので、その

ためにどうしていきましょうかということをやっていきましょうというのが、このコ

ミュニティ力向上部会のテーマです。 

○中井委員 

 中身は難しいと思います。やはり小まめに活動していく、私ももう後期高齢者なの

で活動力がございませんので、やはりもうちょっと下の方に、このコロナの状況の中

で本当に活動していただくということが大事なんじゃないかなと。 

 正直言って、若い方に対して、古い言葉で「やってみせ、言って聞かせ、させてみ

せ、ほめてやらねば、人は動かじ」という山本五十六の名言がありますけれども、そ

れを実践するとやはり分かっていただける方が、５０人のうち数人、あるいは３０人

いて１人。私も目が悪いのであんまりＬＩＮＥ等そういうのは、今はやっていません

のでね。体でぶち当たって、書類を持って行って説明したら納得していただいて、や
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っぱり説明は物すごく大事だと思います。それを今回、十二分に経験させていただき

ました。この歳になって、ああいう経験をするとは、若いときはいろいろやってきた

ものがあったのですけれども、本当に自分のためにも勉強になったなというのは、つ

くづく感じました。ありがとうございました。 

○横山議長 

 ありがとうございました。 

 挙手いただきましたので。 

○杉本委員 

 木川の杉本と申します。うちの町会なのですけれども、若い世代というのは、古い

世帯もそうなのですけれども、マンションに住まわれる方が多くて。真反対といいま

すか、一軒新しい新築のマンションができて、そこでＰＴＡの会長さんが生まれたの

ですよ。その会長さんは、マンションとしては町会に入りたいとおっしゃって理事会

を開いていただいたのですけれども、結論から言うと、理事会で反対をくらって町会

に入れなくなったのです。 

 もう一個は、古いマンションが、かれこれ３０年、４０年、町会にずっと入ってい

ただいていたのですけれども、急にある年に町会に入りませんというふうに言われて、

脱退されたのです。 

 理由はそれぞれあるとは思うのですけれど、新しい会のほうは、やはり理事会は若

い方が町会に入るのは必要ないということで、入ってこられなかったのだろうなとい

うふうに思います。ただ、そのＰＴＡをやられた会長さんは、何とか私も町会に入っ

て活動したいというふうにおっしゃっていたのですけれども、基本的に物理的に、町

会に入っていただけなくなってしまったので、惜しい人材をなくしたというのが一つ。 

 もう一つは、古いマンションなので、年寄りの方が多くて、うちの町会は秋に日帰

り旅行をやるのです。ぜひ、そこに参加したいという年寄りの方が何人もおられたの

ですけれども、それも無視して結局、理事会では町会に参加しないということで、結
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局その年から年配の方は、我々の旅行に行けなくなって悲しんでおられる方はおられ

ると思います。 

 ということで、古いマンションで何でかなというふうにちょっと理事長さんに、人

づてなのですが聞いたら、やっぱりマンションの管理費と町会費と一緒に集めること

ができないと。やはり、町会費を払いたくないという人も、やっぱり大多数がおられ

るので、管理費と一緒に今までは払っていただいていたみたいなのですけれども。裁

判か何かで町会費については、管理費と一緒に集めてはいけないということになった

らしいのです。それが判例として出てきたおかげというのか影響といいますか、それ

でマンションとしては、町会費が払えないので、町会に入りませんというようなこと。

だから、結局、私が最初に区長さんにもお願いしたのですけれど、我々がやろうとし

ている町会というのは、やっぱり行政とは反対の方向でいっているというふうに、私

は感じざるを得ないので。何ぼ我々が一生懸命にやあやあ言っても、やっぱり行政と

か裁判でそういうふうになってくると、会員そのものがどんどん減らされる方向に行

っているということで、ちょっとジレンマを感じているというのがあるので、そこを

何とかしていただくか、それとも町会そのものはやめて、ボランティア団体にして、

会費ゼロにして、誰でも参画できますよと、そのかわり有志だけで設立してください、

町会はもうやめましょうという話をするか、どちらかになってしまうのではないかな

というふうに、ちょっと不安を感じている次第です。 

○横山議長 

 ありがとうございます。今は若者をどう引き込むかというのは、テーマになりまし

たけれども。これについては、多分３部会共通のテーマにあると思いますので、また

それは、全部会で考える機会もあればいいのかなと思います。 

 その他何か、ございませんか。 

○米田副議長 

 前から失礼します。新高地域の米田と申します。私も町会に入っている立場として、
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よく周りから聞く話は、やはり今は町会に入ってなくても、地域の活動に参加できる

じゃないかということを、皆さんおっしゃられます。 

 それは、小さい子どもさんがいらっしゃる方は子ども会に入って、子どもと一緒に

たこ揚げがあったり、地域の活動があったりというメリットはあるのですけれど。高

齢者の方に関しては、また高齢者の方の集い等があって、そこに町会に入っていたら

何かがあるということがあって。私は子どもが学校を卒業した年代とすると、やっぱ

り私たちの年代の人間は、何のために町会に入っているか分からないと言って、みん

な脱会していくのです。 

 やはり、地域の活動で、新高地域の運動会をします。でもそれは地域活動協議会で

されます。敬老会も、これも地域活動協議会。やはり活動が全てが地域活動協議会で

やっていると、町会に加入していなくても、地域の活動に参加できるじゃないかとい

うことを、皆さんがおっしゃられて。 

 防災に関しても、今は町会に入らなくても物資は頂けるということになると、町会

に入っているメリットは何ですかということを聞かれます。やはり地域単位で、その

話をその方々に話してもなかなか通じないところがあると思うのです。 

 私はいつもよく最近思うのが、やっぱり転入して来られる方、子どもさんが生まれ

る方、この方がまず区役所に来られるので、まず区役所から、町会に入ったらという

メリットを、まず私たちのボランティアの住民の話よりも、区役所からそこは大きく

話をしていただけたら、また、そこから枝分かれして発信できるのじゃないかなとい

うのを、最近すごく感じております。 

 要援護者名簿の件もですけれど、以前は災害時だった。それがだんだん名称が変わ

ってきて、今は要援護者名簿に変わってきていて。最初は災害のときに小さな子ども

さん、障がいのある方、いろんな形で名簿を発信されたと思うのですけれど、今はだ

んだん変わってきて、要援護者名簿になって。それも介護、私の認識は介護３だった

と思うのですけれど、この前に民生委員でもらった名簿。 
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 介護３以上で障がいのある方というので、ここもだんだん変わってくると、それに

携わっている人間も、また変わったの、また変わったのと感じで。今は本当にぼんや

り皆さんが見守ってくださったらいいですという感じで、社協の方からも説明を受け

るのです。 

 すると、今までもやはり訪問したりとか、顔を見かけなかったら元気かなと声かけ

したりとか、お電話をしたりとかあったのが。今は本当にそこまでしなくてもいいと

なると、何かそこまでするとやっぱり大変だから、そういうふうになっているのかな

と思うのですけれど。そうすると本当に必要がどこまであるのかなというのを、ちょ

っと個人的な意見ですけれども、そんなふうに感じております。 

 すいません、長くなりましたけれども、以上です。 

○横山議長 

 ありがとうございます。 

 時間の都合もありますので、最後にどなたか意見。なければ、次に移りたいと思い

ますけれども。 

 最後。そうしたらお願いします。 

○大屋委員 

 町会になぜ皆さんが入らないのかという話なのですけれども。やはりいろんなメリ

ットが見えてこないということを、盛んにおっしゃいますけれども。 

 小学校、中学校、今までは地域の学校というのは、もう決まっていたみたいなとこ

ろがあったのですけれども。今は隣の校区に行けるようになっている。 

 じゃあ、今まで私は西三国地域の大屋と申しますけれども、西三国地域で、西三国

小学校、三国中学校に行っていた子たちが、三国小学校、北中島小学校、東三国小学

校、それから三国中学校じゃなくって東三国中学校に、みんなそういうふうになって

きているのです。 

 うちの地域も区画整理で古い家がなくなってきています。新しい家が、３３戸ほど
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固まって１戸建ての家ができたのですけれども、そこの世帯というのは、すごい若い

方なのですね。そこで、子どもさんが生まれて、大きくなって、今は小学校という方

もいらっしゃいますし、幼児のときからそこにすんでいって、小学校に通う。その方

たちが、１軒が三国小学校に行く。じゃあ私のところも、私のところもというふうに、

並びで三国小学校に行く方が増えるのです。 

 そうなったときに、もう西三国の子ども会の行事にも出られないと。去年まで、町

会に入ってくださっていたのに、その翌年には小学校区が三国になったと。じゃあ、

私たち脱会させていただきますというふうに、町会をやめられる方がたくさんいらっ

しゃるのです。 

 やはり、なぜそういうふうなことになっているのか、ちょっとよく分からないので

すけれども、町会に入っていって、どうして入っていることに意味があるのかとか、

防犯灯にしても電気代、自分のところのおうちの前に立っている防犯灯が、町会で電

気代が賄われて、修理費用が全部町会から出ている、そういうこともお知らせしても

実感として湧いてこないのです。じゃあ、夜になったら、その防犯灯を消しましょう、

消したときにこの地域の周辺が真っ暗になりますよというふうな話をしても、なかな

か実感して思っていただけない。 

 そういうふうなことがあって、やはり脱会される方はすごく増えてきて、区画整理

もあって、うちの地域は３８０軒当初はあったのですけれども、今は１２０軒を切る

ぐらいになってしまったのです。 

 やはり先ほどもおっしゃっていたように、マンションが建ったら、賃貸とかは、す

ごいたくさんマンションが建っていっているのですけれども、また、今日もお話があ

って、建てられるところからお話に来られて、ワンルームだと。 

○横山議長 

 ちょっとすいません、ちょっと手短にお願いします。 

○大屋委員 
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 すみません。町会費を、それでは企業として入ってくださいというふうにお願いし

たのです。やはりそういうことも考えていかないといけない時代になってきたかなと

いうふうに感じております。 

 すいません、長くなりました。 

○横山議長 

 ありがとうございます。町会費のお話にちょっと偏りそうなので、次に進ませてい

ただきたいと思います。 

 それでは、議題の（２）、（３）、（４）は、まとめて進めさせていただきます。

議題（２）、区政会議における御意見への対応方針について、議題（３）、令和４年

度淀川区運営方針（案）について、議題（４）、令和４年度区長自由経費予算事業一

覧について、区役所より説明をお願いいたします。 

○田口政策企画課長 

 議題（２）、（３）を一括で御説明いたします。 

 議題（２）は、資料２となっておりまして、Ａ３のものですね、これは１２月の前

回の全体会及びその後に、委員の皆様方からいただきました御意見について、それに

対する区役所からの回答、対応方針を運営方針の経営課題ごとにまとめているもので

す。 

 委員の皆様には、事前にお配りしていることもありますので、個別の紹介は省略を

いたしますが、委員の皆様から御質問、御意見をいただければと思っております。 

 ただし、量がかなりたくさんございますので、この場でなくても、本日お配りして

おります、御意見票にて御意見を提出いただいても結構です。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 続きまして、議題（３）です。運営方針の関係でございますけれども、これは資料

３、概要版と改定履歴というのをお示ししております。 

 これも事前にお配りしておりますので、詳細説明は省略しますが、特に改定履歴の
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２ページを見ていただきましたら、１－２－１、生活困窮者支援システムの構築と適

正な運用につきましては、米田副議長から意見を頂戴しまして、それを参考にしまし

て、生活自立支援窓口の具体的な周知方法を、明記することにしております。貴重な

御意見、ありがとうございます。 

 一旦、私からは以上でございます。 

○久保総務課長 

 総務課長の久保です。座って説明させていただきます。 

 次第の（４）令和４年度淀川区関連予算案について、資料については、右肩に資料

４と書かせていただいている、Ａ４、１枚表裏面の分です。 

 冒頭に申し上げますが、資料に記載している予算額なり、各事業につきましては、

現時点においては、市会にて審議中の内容でございまして、３月２９日の市会本会議

での議決後、正式に予算が決定されることになっております。 

 それでは、表題が淀川区令和４年度区長自由経費予算事業一覧となっておりまして、

区長自由経費とはということですが、区長が裁量権を持って区役所で実施する事業経

費のことでございます。令和４年度につきましても、新型コロナウイルス感染症への

対策やワクチン接種の推進など、予算的にも人員的にも大変厳しい中での予算編成と

なりました。 

 そのような状況の下で、施策の選択と集中を進める観点から、従前実施してまいり

ました全ての事業について、Ｐｌａｎ、Ｄｏ、Ｃｈｅｃｋ、Ａｃｔｉｏｎ、ＰＤＣＡ

サイクルの徹底を念頭に精査した上で、その中でも特に行政需要が低下したもの、事

業の目的を達成したものについては、事業そのものを廃止するなど幅広く見直しを行

いました。こうして生み出した財源を活用しまして、必要な事業には予算を重点的に

配分して実施し、限られた財源を効果的、効率的に活用することとしております。 

 その一例としまして、左の段に通し番号がありますが、通し番号３、淀川区４・５

歳児施設訪問事業を新規事業として実施しまして、就学前施設と連携して、児童虐待
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の早期発見及びハイリスク家庭への早期支援の充実を図ってまいります。 

 また、通し番号１７、新たな地域コミュニティ支援事業につきましては、地域活動

協議会の広報活動の支援や防災訓練、地域防災計画の更新など、地域活動への支援を

より強化していくこととしております。このような取組によりまして、令和４年度の

区長自由経費予算は、ページをめくっていただきまして、裏面の２ページ中段に合計

を計上しておりまして、合計総額で、４億４２４万円を見込んでいるところでござい

ます。 

 左側に３年度の当初予算を記載しております。淀川区に配分されている予算の総額

が減っております関係上、令和３年度４億１，７４６万７，０００円の予算と比べ、

金額的には１，３２２万７，０００円の減となっておりますが、これまでの実績や成

果、問題点を踏まえた事業を構築し、従前にも増してより実効性のある施策展開がで

きるものと考えております。なお、教育委員会予算事業の事務局予算のうち、淀川区

分の事業としまして、裏面２ページ最後に、参考として記載しておりますので、併せ

て御覧ください。 

 淀川区令和４年度区長自由経費予算事業につきましては、以上でございます。よろ

しくお願いいたします。 

○田口政策企画課長 

 区役所からの説明は、以上となります。 

 議長、よろしくお願いいたします。 

○横山議長 

 それでは、今御説明いただきました、議題（２）、（３）、（４）について、何か

御意見等はございますでしょうか。意見交換、質疑応答を行いたいと思います。御意

見のある方は、挙手をお願いします。 

○永野委員 

 読んでもどういう事業か分からないというのが結構あるので、お尋ねしたいのです



24 

けれども。前年度でしたか、困窮家庭向けの教育支援の事業がありましたね、終了し

たのが。何と言いましたか、子ども未来輝き、それに該当するものというか、それは

この中にありますか。 

○淺雛保健福祉課長 

 保健福祉課長淺雛です。子ども未来輝き事業そのものに該当するものはございませ

ん。別の形になっております。一つここには載ってないのですけれども、支援する事

業というのが別にありまして、そこに移行する形になっております。ここには予算的

には載っておりません。 

○永野委員 

 はい、ありがとうございます。 

○横山議長 

 はい、お願いします。 

○杉本委員 

 事業を省いたり、増やしたりという話なのですけれど。最後のほうに載っている、

事業予算案のところで、予算がゼロになっているのは、これがやめた分ですか、事業

を取りやめたということですか。ちょっと一つ気になるのがあって、芝生化事業がゼ

ロになったのが、ちょっとせつない思いをしているのですけれど。分かりました、あ

りがとうございました。 

○岡本淀川区長 

 この事業は、橋下市長の時代にできた事業でして、あくまでもこの３年間で芝生を

整備して、地域で管理をしていただく。ただ３年後については、事業としては終わり

で、後は地域でそこはボランティア等になってしまのですけど、もう地域の御努力で

やっていただくということで、最終的に事業が終わってしまったということなのです。 

○杉本委員 

 ちょっと雑談で申し訳ないのですが、学校の校長先生が水道代がかかって仕方がな
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いということで、ちょっと笑い話みたいなあれなのですけれど。 

○岡本淀川区長 

 少し思いつきで始めた事業ですから、そういう意味ではしっかり検証して、事業が

できていなかったのではないかなというふうに個人的には思っております。 

○杉本委員 

 ありがとうございます、すいません。 

○横山議長 

 そのほかはございませんか。 

 議題（２）、議題（４）について、まだ何もありませんけれども。ないようですか

ら、先に進んでよろしいですか。 

 また後ほど、時間が余りましたら、この件についても、また御意見を伺いたいと思

います。 

 それでは、議題（５）新たな淀川区将来ビジョンの策定についてに移らせていただ

きます。区役所さんから説明お願いします。 

○田口政策企画課長 

 新たな淀川区将来ビジョンの策定ということで、資料６でございます。資料５は、

後ほど説明いたしますので、先に資料６を御覧ください。 

 そこに書かれていますとおり、淀川区将来ビジョンというのは、区長が区内の基礎

自治行政を総合的に推進していく上で、地域としての区のめざす将来像、その実現に

向けた施策の取組の方向性などを取りまとめ、区民の皆様に明らかにするものです。 

 ここに記しておりますけれども、区の運営方針との関係性で申し上げますと、将来

ビジョンに示された施策展開の方向性に沿って、年度ごとの施策事業の取組を明らか

にする単年度ごとのアクションプランというのがあって、運営方針ということになり

ます。 

 この淀川区将来ビジョンの策定に当たりましては、パブリックコメント、いわゆる
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意見募集という意味です。通常は割とホームページを通じて行うことが多いのですが、

このいわゆるパブリックコメントや、区政会議において皆様から広く御意見を伺いな

がら策定していきます。今回の将来ビジョンは、２０２２年度から２０２５年度まで

を計画期間として、区のめざすべき将来像や、今後の施策の方向性を示すものとなり

ます。 

 本年７月から８月の区政会議において、その素案に対する御意見をお伺いしたいと、

今のところは予定ということで考えておりますので、よろしくお願いしたいと考えて

おります。 

 区役所からの説明は、一旦以上になります。 

 議長よろしくお願いいたします。 

○横山議長 

 ただいま御説明でいただいた件について、委員の皆様、区役所に対して何か御意見

はございますでしょうか。いかがでしょうか。 

 はい、お願いします。 

○杉本委員 

 具体的な将来ビジョンは分からないのですけれど、ここに書いてあるのですけれど。

いつも、私は淀川区の将来ビジョンについて何を考えてはるのかなと。私は不動産業

をやっているものですから、ちょっと気になって。 

 民間では阪急さんが十三の高架をやめたりとか、計画が頓挫したりとかすることが

多々あって。ただ、淀川区の一番強みであるのは、先ほどおっしゃった新大阪駅があ

るのですよね。 

 私も不動産業を３０年やっているのですけれど、新大阪駅のメリットが何も出てこ

ないというのが、周りの業者さんとかお客さんとか話をしていても、いつも言われる

ことで。そこに何でこの新大阪駅を使ったビジョンというのが出てこないのかなとい

うのがね。ぜひとも、ちょっとそこのところを新大阪駅の中に人ばっかり寄せるので
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なくて、新大阪駅から一歩お客さんを出していただけないかなというふうに、ちょっ

と個人的な要望で申し訳ないのですけれど、考慮いただければありがたいなと思って

います。ありがとうございました。 

○岡本淀川区長 

 よろしいでしょうか、その点。 

○横山議長 

 お願いします。 

○岡本淀川区長 

 これから区役所の中で議論をしながら作っていくわけなのですけれども。私も実は

４月に就任して、割と地域福祉とか、地域防災とか、地域コミュニティの関係は、非

常に区役所として、割と強みというか、今までの中では非常によく検討されてきたこ

ともあって、しっかり書き込まれている計画がもう既にあるのですけれども。 

 おっしゃっていただいたように、この淀川区は、さっき新大阪の話も出ましたし、

十三、淀川河川敷もそうですけれど、非常にブランド力の強い観光資源がたくさんあ

ります。それについて、ほぼあまり計画の中にきっちり盛り込まれてなくて、私自身

も何で運営方針等の中にきっちりと書き込まれてないのかなというのは、ちょっと思

っていまして。それも一つの柱にやっぱりしていくべきだなと、やはり淀川区を、全

国、場合によっては全世界に発信できるようなそういう魅力のあるまちだということ。

それから、外部の人が淀川区に来ていただいて、そこで楽しんでいただいたり、場合

によっては定住していくというふうなそういう道筋も含めて、この計画というのです

か、ビジョンの中で書き込めたらなというふうに、今現時点では思っています。御意

見いただきましてありがとうございます。 

○横山議長 

 ありがとうございます。そのほか、ございませんでしょうか。 

 せっかくですから、私も一つよろしいですか。不勉強でそもそもの質問で恐縮なの
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ですけれども、この区の将来ビジョンというのは、大阪市から作りましょうよという

話が下りてくるものなのですか。 

○岡本淀川区長 

 これにつきましては、橋下市長の時代に、２４区がそれぞれの色というのですか、

個性を出して競い合うことでそれぞれの区がよりよいものになっていけばということ

で、区役所ごとにこういうビジョンを出していって、魅力発信をしていきましょうと

いうところから、各区、平成２４年度から平成２５年度にかけてスタートしていたと

思います。 

 そういう意味で、各区役所のほうでいろいろビジョンを作ってきたわけなのですけ

れど、先ほど申しあげましたように、やはりどこを見ても、何か似たり寄ったりで、

同じような当たり障りのないビジョンが比較的多いなというのが、実は印象なのです。 

 ただ、そういう中でも、きらっと光っているビジョンもありますので、そういうと

ころは参考にさせていただきながら、少し淀川区の独自色があるようなビジョンがで

きればなというふうに、今は思っています。 

○横山議長 

 ありがとうございます。そうですね、新たなとついてますので、ぜひ今いただいた

御意見のようなところも取り入れて、何かきらっと光るものと、ぜひ思います。 

 いかがでしょうか。その他、この将来ビジョンについての御質問、御意見はござい

ませんか、ほかに。 

○中井委員 

 淀川区のビジョンと言われて、新大阪の件が出てちょっと話が大きくなって、我々

でどうすることもできないのですけれどね。 

 今回、旧庁舎のところに高層マンションが、何年でしたか、完成予定で出ているの

ですけれども。それと合わせて、北大阪のこれは市全体、府全体の話になって、話が

大きくなって新大阪のいろんな使用どうのこうのいう話になりますと。大阪、それか
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ら十三、それから新大阪というつないだ大きなグローバルな考え方の運営の中で、こ

れは阪急電車さんも巻き込んでのいろんな十三の再開発ということを考えていただい

たら、なかなかこの辺の地域を見ていただいたら分かる、十三というのが一番、私の

個人的な考え方で、開発が一番遅れているのじゃないかなと思います。ほかの三国も

そうですし、西宮もそうですし、災害の後、神戸の淡路大震災の後、ものすごく進ん

だ。今は淡路がやられてまして、この前も松井市長が言われておったのかな、いろい

ろ費用の問題で話が出てましたけれどもね。 

 だからそういう連携した中での新大阪ということが出てきますので、なかなか一朝

一夕にビジョンと言われても、簡単に我々の頭の中では構想が出てこないなというの

が実情なのです。 

 だから、その辺の十三を含めた、あるいは大阪駅を含めた、当然地下鉄とかいろん

な形の構想が出てますけれども、いつ完成するのか、私は分かりませんけれどね、そ

こらも併せてやはりやっていただかないと、部分的にこう一つポツンとやっても、な

かなかやっぱり我々の考え方の中に、大きな構想、関西新空港のときもそうでしたけ

れどね、そのときのビジョンが全部後で壊れましたので。これは話が大きくなるので、

我々のレベルではちょっと難しいかなという気がいたします。 

 それと１点、これは安全・安心なまちづくりの中の話。今年の１０月、１１月、防

災訓練、１８連合である程度実施されているところというのは、私どもの地域も中止

になったのですけれども、コロナで。何地域かやっぱり実施されていますか、避難所

開設と防災訓練というのは。 

○横山議長 

 ちょっと後ほどにまたさせていただいてよろしいですか。また最後に御意見をいた

だきますので、その点については。一番最後に。 

○中井委員 

 はい。 
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○岡本淀川区長 

 新大阪の関係なのですけれども、リニアの関係は、なかなか名古屋までたどり着く

のに、今はＪＲも大変な状況にはなっているのですけれど。名古屋まで来れば、次は

大阪、いわゆる新大阪のほうまでリニア新幹線が来ます。 

 一方で北陸新幹線の終着駅は新大阪ということで、これが非常に起爆剤になるだろ

うなというふうに思っています。そういう意味では、西の端が新大阪ということにな

りますので、何とかして通過点にしたくないと。淀川区を単に降りて、例えば、大阪

駅や難波、場合によっては九州とかそこらのところにお客さんが取られずに、何とか

淀川区に滞在してもらえるものをやっぱり作っていかないといけない。 

 その中では、例えばMICE（マイス）と言っているのですけれど、国際会議場や見本

市会場等、そういうものが今非常に日本に足らないという状況もありますので、例え

ば、新大阪にそういうようなマイス施設や、もう既にホテルはたくさんできているの

ですけれども。恐らくそういう新大阪が起点になると、ホテル等も当然民間出資が出

てきますし、そこらのところの部分を何とか新大阪に呼び込んで、活力あるものにし

ていきたいということもありますし。 

 今、新大阪だけではなくて、もっと広い意味で十三エリアまで、そのエリアを拡大

できないかと。特に十三エリアは、今は淀川河川敷もありますし、自然との関係もあ

りますから、もう少し幅広く。実は東淀川の淡路のほうも、その視野に入っているの

ですけれど。淡路から十三までのこの区間を、何とか新しいまちに変えていきたいな

というふうに、今は構想としてはあります。 

 今後、国と大阪府と大阪市の本局の部分と、この部分についてはしっかり議論をし

ながら、淀川区役所としても、主張もしていきたいと思ってますので、できれば区政

委員の皆様方にも、将来はこんなまちがいいのじゃないかなというふうに、御提言い

ただければ非常にありがたいと思っていますし、今は十三でできているマンションも、

いわゆる単身者向けじゃなくて、ファミリー向けのマンションの建設を進めています
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ので、我々としてもやっぱり定住人口を何とか増やしたいという思いもございます。

そういう意味では、そういうまちづくりを何とか進めていければなというふうに今思

っております。 

 防災の関係、御説明があったのですけど、実はやはりおっしゃっているように、コ

ロナの関係で、結構防災訓練が中止になって、非常に私も予定にしていたのが、行け

ずに終わっています。 

 ただ、幾つかの地域で既に実施もいただきましたし、この年明けにも、やっていた

だいたところもあります。全部が中止になったというわけではなくて、何か所はやっ

ていただいたし、東三国なんかは、オンラインで人を集めずに、ＬＩＮＥ上で防災訓

練をやったような地域もあって、こういうやり方もあるのだなというふうにちょっと

思いました。 

 すいません、補足説明させていただきました。 

○畑中市民協働課長 

 すいません、補足で。 

○横山議長 

 はい、お願いします。 

○畑中市民協働課長 

 防災訓練につきましては、確かに全体で６回ぐらいの開催だと。コロナのほうが落

ち着いているときの時期で、１０月とか、もしかしたら２月ぐらいですね、１０月は

主に防災訓練というのではなくて、人が集まるのではなくて机上での訓練とか、そう

いったことを中心にやっておりまして。２月は何か所か、加島等は、実際に公園でや

ったりして、確かに１８地域があるのですけれども、全部でのべ６回しかできてない

というのが現状です。 

 以上です。 

○横山議長 



32 

 ありがとうございます。それでは、将来ビジョンについての御意見は、ほかにござ

いませんか。 

 なければ、また最後に全体についての御意見もお伺いしますので、そのときにお声

かけはお願いいたします。 

 それでは、先に進ませていただきます。議題（６）区政会議オンライン参加に関す

る事務取扱についてに移らせていただきます。区役所より説明をお願いします 。 

○田口政策企画課長 

 資料は７です。これは前回の全体会議で、お示ししましたとおりオンライン会議に

つきましては、横山議長からかねてから質問をいただいておりまして、今回、具体的

に言いますと、市民局から弁護士のほうに相談したということで、結果的に本市での

検討が整いましたので御報告いたします。 

 結論から申し上げますと、条例解釈の変更によりまして、オンラインでの参加も区

政会議への出席とみなすということであります。ですので、令和４年度から、この事

務取扱としますのでよろしくお願いします。 

 また、詳細につきましては、また事務局で御連絡をします。ここに書かれています

とおり、パソコン等は委員自ら御準備していただくことになります。また、本人確認

の方法につきましても、お示しのとおりとなります。 

 念のために確認ですけれども、このオンライン参加というのは強制ではございませ

んので、あくまでもオンラインでの参加は出席とみなすということで、一つ選択肢が

増えたというふうにお考えいただければいいのかなと思っております。 

 説明は以上となります。 

○横山議長 

 ありがとうございます。この区政会議オンライン参加について、委員の皆様、区役

所の説明に対して、何か御意見はございませんでしょうか。どうでしょうか、御意見

はないでしょうか。 
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 はい、お願いします。 

○杉本委員 

 オンライン参加は、参加するほうだけが何ぼ整えても、こちらで設備の準備がなけ

れば参加できないと思うのですけれど、その辺はちゃんとやっていただける準備がで

きるということで解釈していいのですか。 

○田口政策企画課長 

 はい。 

○杉本委員 

 例えばｚｏｏｍとか、いろんなツールはあると思うのですけれど。こちらでカメラ

を置くなり何なりという設備を整えないと、オンライン会議は出席できないじゃない

ですか。その辺は、もう次回からそういうふうな要望があればやるということですか。

それとも、常時それを設置されるということなのですか。その辺が分からないのです

けれど。 

○田口政策企画課長 

 事前にアンケートでもないですけれども、皆さんどうされますかみたいな、お伺い

はさせていただきたいなと思いますし、仮に皆さんがオンライン参加が必要ないとお

っしゃられたらまたこういう形式でやります。 

 委員が御指摘のとおり、もしオンライン参加をぜひやりたいということであれば、

この御時世ですので、うちに限らずほかの区役所もやっていますし、国の官庁であっ

たり、最近の会議というのは、どちらかというとＷｅｂ会議のほうが多いですし、私

自身も何度か経験しています。 

 確かに、オンライン会議でやっていると、いきなり音声が途切れたりとか、画面が

消えたりというハプニングがございますけれども、それもこの御時世なので仕方がな

い部分もあるのかなと思いますのでよろしくお願いします。 

○横山議長 



34 

 私の名前も出た話なので、一つよろしいですか。もし、参加したいけれども、こう

いう機器は用意できるけれども、やり方が分からないというようなところについての、

例えば、具体的な実践勉強会等、そういう予定はありますか。 

○田口政策企画課長 

 そうですね、それも含めて我々の仕事と思っていますし、市民局からも、それもぜ

ひ委員の皆さんと相談しながら対応してくださいということですので、それはやらせ

ていただきたいと思っております。 

○横山議長 

 そういうことは、皆さんも御安心なさって、ということでよろしいのですかね。 

 今日みたいに欠席の方が多い場合でも、こういうオンラインがあれば、ひょっとす

ると車の中から参加ということも、将来的にはできるかなという思いもありますので、

ありがとうございます。その他いかがですか、このオンライン参加についての御意見。 

○杉本委員 

 雨だったじゃないですか、来るとき。パラパラだったからいいのですけれども。こ

れが会議があるのが分かっていても大雨で、自転車で来るのにも５分、１０分こいで

こないといけないとなると、オンライン会議があると意外とこっちでいいやというふ

うに、安易な気持ちになれるのじゃないかなと。雨やからもういいか、もう出席した

くないわと、今日も半分そう思いながら来たのですけれどね。できれば、突発的な事

情で参加しにくくなったときにやっていただければ、そういう手段もあるのじゃない

かなと思って、ちょっと期待はしていたのですけれども。 

○田口政策企画課長 

 そういった場合でも出席とみなすことができるという意味でいうと、事務局もメリ

ットはあるかなと思っています。 

○杉本委員 

 よろしくお願いします。 
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○田口政策企画課長 

 こちらこそよろしくお願いします。 

○横山議長 

 どうぞ。 

○西澤委員 

 今日はいろいろ将来ビジョンの話が出てまいりましたが、これはなかなか都市計画

とか、もっと高いレベルの指針があるとか、そういう提案があるとかというようなこ

とであれば、その中でそれはいいことだとか、ここは改善したほうがいいとかいうよ

うな話になるのですけれどね。一般にそういう寄せてもらえないレベルの話になって

くると、今日も黙って聞いているしかないという状態ですね。 

 これを何か雑談風でもいいですから、区長のほうから、こういう意見が出てきてい

るとか、国もこういう動きがあるとか、そういう指針になる、あるいはイメージを膨

らませるものを提示していただかないと、ちょっとそこから考えないさいと言われて

も極めて乱暴な議論でして。ぜひ今度、ここに提案する以前の状態で、ある程度イメ

ージできるそういうものを提示していただきたいというふうにしないと。今日は結構

都市計画と、そんなのに携わっている方は発言できますけれども、一般の方がなかな

か参加できないという、この現状を何とか変えていかないことには難しいのじゃない

かなというふうに思いました。 

 以上です。 

○横山議長 

 ありがとうございます。 

○岡本淀川区長 

 貴重な御意見ありがとうございます。私自身も、実はビジョンの改定作業で、こう

いうようなスケジュールでやりますというところだけしか、今日は説明できてなかっ

たのですけれども。 
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 今後、ビジョン策定にあたりまして、今、新大阪の動きですとか、淀川河川敷での

動きとか、そういう部分については、しっかり我々のほうから情報発信をして、議論

をしていただく、まず土台をしっかり皆さん方に知っていただいて、その上で議論で

きるような形で今後進めさせていただけたらと思っていますので、そういう意味では、

少し先に資料を読み込んでいただくというお手間はかかるかとは思うのですけれども、

できればしっかり議論を中心に進めたいなというふうに思っておりますので、御協力

をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○横山議長 

 ありがとうございます。それでは、オンラインについての御意見は、ほかにはござ

いませんか。 

 なければ、また先に進ませていただいて、もしまた思い出された方は、最後にお願

いします。 

 それでは、議題（７）その他について、区役所より何かございますでしょうか。 

○田口政策企画課長 

 その他ということで、最後になりますけれども、資料５を御覧ください。 

 事前にもお配りもしておりますけれども、これは去る２月に部会を開催しまして、

そのときの区政会議委員の意見を参考に、新たに取り組んだものを書かせていただい

ております。 

 ２つございまして、１つ目、地域活動の広報についてということで、これはコミュ

ニティ力向上部会の西岡委員から御意見いただきました。御意見は、このホームペー

ジのトップから地域情報のページまでの道のりが遠いと。現状のトップページの新型

コロナの情報が出るところに、一回でも地活協のページに行くものを載せて、地域の

役員が頑張っていることをもっと発信してもらえると、私たちもやりがいがあります

という御意見でした。 
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 これは早速取り組ませていただきまして、区のホームページのトップページ上段、

緊急情報は市民の生命等、緊急性の高い情報を掲載することとなっています。今回、

御提案いただいた地域情報については、そのすぐ下の画像リスト、そこに地域情報の

ページへリンクするよう画像を作成し掲載いたしました。すてきなアイデアありがと

うございました。今現状、こういった形で夢ちゃんですね、画像ですけれども、しつ

らえを変更させていただいております。 

 ２つ目ですが、防災情報の発信についてということで、これは安全・安心なまち部

会の横山委員から御意見をいただきまして。災害時において、区役所が災害に関する

情報を、数ある広報媒体の中で、まずツイッターで提供していることを広く周知して

ほしいということで。 

 取組状況としましては、区のホームページやツイッターでの周知は実施済みなので

すが、今後は、ツイッターのフォロワー数を増やす取組とも合わせて、区広報誌のよ

どマガ！やチラシ等により区民に広く周知します、貴重な御意見をありがとうござい

ました。この場をお借りして御報告ということで、資料を作らせていただきました。 

 続けて、資料８に移らせていただきます。これは令和４年度区政会議の開催スケジ

ュール案です。ここに示させていただいているとおり、全体会議は３回、部会２回の

予定でございます。 

 先ほども簡単に触れさせていただきましたけれども、次の開催ということで、５月

下旬から、６月上旬を考えております。まずは、個別テーマごとの意見交換というこ

とでありますけれども、令和５年度の運営方針、予算策定に向けてというようなこと

で、年度の最初でございますけれども、そこで主な議題と考えております。以下、先

ほど申し上げた淀川区将来ビジョンでありましたり、淀川区の地域福祉推進ビジョン

等々といったことも触れていきたいと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

したいと考えております。 

 資料の説明は、以上になります。 



38 

○横山議長 

 ありがとうございます。すみません、私の名前がでましたので。資料５等、やりま

したよということをまた御案内いただけると、意見の発信のしがいもありますし。今

まではいつ、どこで、どうなったのか分からないままというのが多かったので、非常

にこういうのはありがたいなと思います。 

 それでは、今御説明いただいた資料５、資料８について、何か御意見ございません

でしょうか。 

 はい、どうぞ。 

○森委員 

 森と申します。この淀川区の将来ビジョンについて、私なりの私案、こういうのを

描いてみました。淀川を中心に、阪急電車の線と地下鉄の路線の、この間の淀川のそ

のものの利用方法を漫画風に描いてみました。これは一つに提案というか、この中に

いろんなものを込めて描いてあるのですが、こういうのが本当は先に皆様方の手元に

回されてから、これはここを変えたら面白いよとか、ここはこういうふうにしたほう

がもっといいよとか、本当はたたき案になってくれたらいいなと思って書いてみたの

です。 

 私なりに何枚か描いてありますので、御覧になるというか、見ていただける方があ

ったら、この会が終わってからでもいいですから、ちょっとのぞいていただくなり、

あるいは、私から課長にお届けしておきますので、あと職員の皆様方に見ていただい

たらいいかと思っております。 

 以上です。 

○横山議長 

 ありがとうございます。 

○岡本淀川区長 

 ありがとうございます。後ほど、ちょっと見させていただいて、できればしばらく
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お借りしてもいいのであれば。 

○森委員 

 差し上げますので。 

○岡本淀川区長 

 いやいや、お借りさせていただいて、職員のほうで、しっかり見ていきたいという

ふうに思っています。ありがとうございます。 

○横山議長 

 ありがとうございます。よろしいですか、この区政会議委員の意見を参考に取り組

んだ例の資料と、区政会議のスケジュールの案についての御意見、その他はございま

せんでしょうか。 

 はい、お願いします。 

○永野委員 

 スケジュールの話じゃなくて、申し訳ないのですけれども。この間のうちの安全・

安心なまち部会のときに出た、横山さんからの御意見なのですけれど。こっち側に委

員が座って、反対側にずらっと区役所の方が座って、何かそういう団交みたいなかた

ちをやめられないかと。 

 せっかくたくさんいらっしゃっているのですけど、距離が遠過ぎて、あんまりお話

もできませんし、各部会に関係のあるところにちらっと入っていただくとか、もうち

ょっと形を工夫していただいてもいいのじゃないかなと思います。スケジュールでは

なくて、すいません。 

○田口政策企画課長 

 そうですね。今日はこういう最後の全体会議ということで、皆さんが距離を空けて、

なおかつ、職員もこっちを向いてということですけれども。私個人的にも、すごくい

い案だなと思っていまして、将来的にも実現したいと思っていますので、よろしくお

願いいたします。 
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○横山議長 

 代弁いただきまして、ありがとうございます。せっかくこうやって出席しているわ

けですから、よりよい会議になってほしいと思いますので。 

 その他はどうでしょう、スケジュールとか、そういう取り組んだものの例の発表と

か、そういうことについての御意見はございませんか。 

○杉本委員 

 ほかのところでもいいですか。 

○横山議長 

 そうですね。このことについての御意見がなければ、まだ予定の時間にはあります

ので、その他全体的なことについての御意見お願いします。 

○杉本委員 

 資料を読ませていただいていて、気になる点が少しあったので。アンケート結果の

ことを、誰も言っていただけなかったので、私は目を通したので、少し気になった点

を、お聞きしたかったりということがあります。 

 このアンケートは２回されているのですけれど、大体２，０００人にアンケートを

して、半分ぐらいの回答があったということで。これは統計学的に見て有効なのかど

うかは、私もその辺は全然分からないのですけれども。 

 例えば、これが淀川区の全体のパーセンテージを大体代表しているとすると、ちょ

っと７０代、８０代の人のアンケート結果が少な過ぎて、意見が入っていないのかな

というふうに思って。 

 ただ、私は安全・安心なまちの件なのですけれども、そこで見てみると、情報発信

ということは、最初から情報発信があったり、情報を受けるほうがなかなかうまくい

ってないということがやたらと気になっていまして。 

 ここでアンケートを見てみると、若い人も年寄りも結構スマホを使った情報の取得

というのは、結構しておられるみたいなので、私はこれはびっくりしたのですけれど
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も。もっと大いにやっていただけたらなと、逆に。私はテレビを主張したのですけれ

ども、テレビなんかはどこにも書いてなくて、意外とツイッターとかホームページと

か、特にＬＩＮＥが多いのがびっくりしたので。やっぱりその辺での情報発信という

のは、非常にやっていただければ、成果が上がるのではないかなと。多分マップのよ

うな形での広がりが出てくるのじゃないかなと思って。もうちょっとアンケート結果

を分析していただいて、よりよく使っていただければなというふうに思っています。 

 以上です。 

○横山議長 

 ありがとうございます。区役所からお願いします。 

○田口政策企画課長 

 どうもありがとうございます。貴重な御意見だと思います。おっしゃるように統計

学的にどうかという議論は、一方であるかもしれませんけれども。我々としたら、や

はりこれによっていくべきかと思っていますし、今後施策展開する上での貴重な情報

だと思っていますので、丁寧に分析していきたいと考えておりますのでよろしくお願

いいたします。 

○横山議長 

 ありがとうございます。まだお時間がございますので、全体的な今日出た話の中で、

聞き漏れたこと、これは言っておかないといけないなということがありましたら、挙

手をいただけますか。 

 どうでしょうか、何かございませんか。全体的なことで構いませんので、お願いし

ます。 

○西川委員 

 資料４の３番と１２番は、新しい事業ということで伺っておりますけれど。例えば、

不登校の話をしていたのですけれど、これに関して自由経費の中で、不登校とかそう

いうことに関して何か予算を付けてしていただけるということとか、そういうことが
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あるのかというのを、一つ伺いたいと思います。 

○横山議長 

 ありがとうございます。区役所さん、お願いします。 

○岡本淀川区長 

 不登校対策でございます。実は区役所で予算を組んで何かできないかなというよう

のは、私は以前、大正区役所の副区長をやっていたのですけれども。そのときから、

いろいろ区役所で何か、いわゆる不登校対策としてできないかということで、いろい

ろ検討したこともございまして。例えば、不登校の家庭、これは職員ではないのです

けれども、委託をした事業者の方にお迎えに行っていただいて登校を支援するとか、

例えば、教室に入れない子どもたちに、特別に授業をするようなことを、これも委託

事業者のほうでやっていたこともあります。ただ、残念ながら淀川区役所は、特には

やっていません。 

 教育委員会自体は、今は不登校対策を非常に重要だということで、フリースクール

というのですか、自由に登校できる学校をつくっていこうということで、今は浪速区

のほうだったと思うのですけれども、学校を使ってフリースクールの学校をつくって

いこうということで、今検討をされて、来年度予算で予算化をされるというふうに聞

いています。 

 ただ、なかなか不登校の子どもたち、同じ対応で全部できるわけではなくて、個別、

個別のそれぞれの子どもたちに合った形の対応をしていかないといけないということ

なので、非常に難しいと。 

 そういう意味で、今は淀川区役所で力を入れているのは、スクールカウンセラー、

これはほかの区役所はなかなか充実ができてないのですけれども、幸いに過去の区長

が非常に熱心に取り組んでいただいていたということもありまして、ほぼ淀川区の小

学校、中学校のスクールカウンセラーがしっかり配置ができています。 

 そういう意味で、今年度もさらに１名増強していますけれども、このスクールカウ
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ンセラーを使って、子どもたちの悩みをしっかり聞いて、必ずしも学校に登校するの

が全て正解というわけではないのでしょうけれども、子どもたちの実情に応じた形の

対応をしていければなということで、今は進めている状況です。そういう意味では、

スクールカウンセラーの対応を、区役所として予算を組んでやっているといった状況

だけが、今あるということです。 

○横山議長 

 ありがとうございます。その他、あとお一人、お二方ぐらいは。全体を通して何か

ございませんか。 

 ありませんでしょうか、副議長はよろしいですか。 

○米田副議長 

 先ほど区長から、不登校対策のことについてお話をいただいてありがたいなと思っ

たのですけれども。民生の主任児童委員をさせていただいているのですけれど、前回

一部の委員さんが集まってその話をしたときに、次回、主任児童委員の中で話をする

テーマの中に、不登校問題について話をしようという話があって。前回の部会のとき

にも、いろいろ井上課長からも、いろんなお話を聞かせていただいて、不登校がいっ

たい今はどれぐらい学校にいるかということは、区役所側は把握はされてないという

ことで、そこのことについては返答できないということで。 

 やはり、今はコロナ禍にあって、不登校の子も増えてきている中で、居場所もない、

今は学校自体も親御さんも学校に行かすのではなくても、梅田等にあるそういうスク

ール的なところに単位制のところに行かせたりとか。以前みたいに絶対に学校にとい

う方向性じゃなくなっているということをお聞きしています。 

 その中で、淀川区でこういう取組をしていただくと、やはりここにだったら行ける

と、予算の問題もかなりあると思うのですけれど、そこら辺は、みんながみんなそう

思われるかは分からないのですけれども、ボランティアで民生委員、主任児童委員と

いう形もある中に、やはりそういうところも巻き込んで、そういう事業をしていただ
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きたいなと思っていたので、すごくうれしい話を先ほど聞けて、ちょっと安堵してお

ります。 

 すいません、以上でございます。 

○岡本淀川区長 

 不登校対策、これは私の主観も大分入っていると思うのですけれども、必ずしも学

校に登校することが是ということではないということから、もしその考えでいいので

あれば、例えば、やはり居場所づくりだと思うのです。子どもたちが学校ではないと

ころで安らげる場所がどこかにあれば、多分その子どもたちが次のステップに移れる

のではないかなというふうに、以前から思ってまして。 

 実は大正の、これも私の前のときにいろいろ取り組もうかなと思って、いろいろ声

をかけていたのが、高校を使って、例えば、高校の談話室的なところを借りて、例え

ば、中学生で学校に行けない子どもたちに、そこに行ったら、お兄さん、お姉さんと

かも含めて、いろいろ話が聞いてもらえるとか、そういうような世代間ということも

ないのですけれども、自分の悩みをお兄ちゃんやお姉ちゃんに少し話してみることで、

心が軽くなるような、そんな取組もできないかなということで、ちょっと高校にも話

を持っていって、割と前向きな御返事もいただいていたので、今は大正でどこまで取

り組めているかはどうかはあるのですけれども。そういうような取組も少しあるかな

と。 

 別に高校だけじゃなくて、地域でそういう居場所づくりを作って、話を聞いてあげ

る人が、地域の中で確保できるのであれば、その子どもたちが学校には行けないけれ

ど、ここだったら週に１回でも、２回でも行けるなというような、そういう安らげる

場所を作ってあげることができればなというふうに、今はちょっと思っています。そ

れはちょっと具体的にどこまでここの淀川区で実現できるかというのは、ちょっとこ

れから中でいろいろ議論していきたいなというふうに思っています。 

○米田副議長 



45 

 不登校の子が中学生になって、やっぱり高校には行きたい。でも、学校からの情報

がないから子どもたちは、学校に行きたいけれども、どうしたらいいかという事例が

あって。そこでちょっと私も中学校の先生に相談したら、担任の先生以外の先生が動

いてくださって。そしてその子は、やっぱり高校に行きたかったから、すぐに個人的

な対処で高校にも行って、その子は高校も卒業されたのです。 

 そういうのもあるので、やはりそこの場所が、情報収集の場所であったら、やっぱ

り情報が一番途絶えてしまうので、その子どもたち、親御さん。親御さんは特にそう

なのですけれど。情報がないというのが、一番不安であって。やはり、そこの情報と

いうのを、きちんと発信していくというのがすごい必要じゃないかなと思います。 

 ありがとうございました。 

○横山議長 

 ありがとうございました。それでは、そろそろお時間ですので、質問し忘れた方と

かいらっしゃいましたら、用紙が付いてましたね。 

○瀧谷市民協働課防災防犯担当係長 

 事務局からなのですけれども。 

○横山議長 

 はい、お願いします。 

○瀧谷市民協働課防災防犯担当係長 

 市民協働課防災防犯担当係長の瀧谷です。本日はご出席いただきありがとうござい

ます。 令和３年度の運営方針の取組目標でもありました若年層向けの防災啓発動画

が完成しまして、今お手元に配付しております、このチラシですね。こういう黄色チ

ラシなのですけれども、これは周知用のチラシになっております。 

 どんな動画かと簡単に申し上げますと、１０本のクイズ形式を通じまして、防災の

知識だったり、防災啓発をするというようなものになっています。１本が１分ほどの

クイズですので、全体で大体オープニングからエンディングを合わせて、１１分程度
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というものになっております。 

 スマホからここにあるＱＲコードを読み込んでいただきますと、その動画のホーム

ページのところに行きます。そこから再生していただけますので、またぜひ御視聴く

ださい。 

 令和４年度、早速入って、最初の四半期で集中的に広く周知していきたいと考えて

おりますので、もし隣近所の方、お知り合いの方に、こういうのがあるよということ

で、口コミをしていただけると非常にうれしいということです。 

 以上です。 

○横山議長 

 ありがとうございました。それでは漏れはないでしょうか。それでは、委員の皆様、

また漏れた御意見等はございましたら、この用紙ですね、御意見票がついてますので、

また書いていただいて、出していただければと思います。 

 それでは、時間にもなりましたので、本日の議題は終了ということでさせていただ

きたいと思います。本当に本日は、スムーズな進行に御協力をいただきまして誠にあ

りがとうございます。定刻に終わることができました。 

 それでは、ここで進行を事務局にお返しをいたします。お願いします。 

○田口政策企画課長 

 横山議長、議事進行どうもありがとうございました。委員の皆様、貴重な御意見、

ありがとうございました。 

 本日の議題は以上でございます。 

 北野議員におかれましては、お忙しいところ御臨席いただきましてありがとうござ

いました。 

 先ほど議長からもありましたとおり、本日発言できなかった御意見等がありました

ら、４月６日水曜までに、事務局までに郵送かメール、ＦＡＸにて御提出お願いしま

す。郵送の場合は、返信用の封筒がございますので御利用ください。 
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 先ほども話しましたとおり、次回の区政会議につきましては、各部会を５月の下旬

から６月上旬に予定しております。本日配付しております部会日程調整についてを、

これも４月６日水曜までに御提出の程よろしくお願いします。４月の中旬頃には、各

部会の日程を確定したいと考えておりますので、御協力の程よろしくお願いいたしま

す。新型コロナウイルスの影響もございますので、それも勘案しつつ、また御連絡を

させていただきたいと思います。 

 それでは、時間も参っておりますので、淀川区区政会議を終了させていただきたい

と存じます。本日は長時間にわたりましてどうもありがとうございました。 

 

―了― 


